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・ラジオ・テレビによる広報
・防衛白書の説明　-平成２３年版日本の防衛 -

・東北方面音楽隊の活動
・平成２３年度東北防衛施設地方審議会を開催
・広報館ウォッチング

・防衛問題セミナー開催

2011 SENDAI 光のページェント

　東日本大震災の津波によりＬＥＤ電球が全損し
ましたが、県外各地から電球が寄せられ、「光の和、
想いをひとつに！」のスローガンの下、被災地と
して復興への希望の光を灯しています。

・日米交流事業（鍋＆スープフェスティバル開催）

・インフォメーション
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11
月
14
日
、
東
北
防
衛
局
は
、
青
森
県
む

つ
市
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
に
お
い
て
、
約

１
５
０
名
の
聴
講
者
に
対
し
、
16
回
目
と
な

る「
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
主
催
者
で
あ
る
増
田
義
一
東
北
防
衛

局
長
の
挨
拶
の
後
、
開
催
地
を
代
表
し
て
宮
下

順
一
郎
む
つ
市
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
日
頃
か

ら
の
自
衛
隊
の
活
動
に
敬
意
を
表
す
る
と
共

に
、
特
に
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
自
衛
隊
の

救
援
活
動
等
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
は
、
１
９
９
１

年
に
海
上
自
衛
隊
の
掃
海
部
隊
が
ペ
ル
シ
ャ
湾

に
派
遣
さ
れ
て
か
ら
本
年
で
、
20
年
と
い
う
節

目
の
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
防
衛

　

 

東
北
防
衛
局
で
は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層

の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

次
回
は
平
成
24
年
１
月
26
日
（
木
）、
青
森
県
青
森
市
の
青
森
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
方
面
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
の
演
奏
と
、

東
日
本
大
震
災
の
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
総
監

部
及
び
陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
講
演
の
二
部
構
成
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。

参加費無料

■ 開 催 日：平成２４年１月２６日（木）１8：0０～２０：１５頃（１７：3０開場）

■ 場 所 ：青森市民ホール

■ アクセス ： 電車利用 青森駅下車徒歩３分

お車利用 無料駐車場はありませんので、

青森駅周辺有料駐車場をご利用ください。

■ 事前の申し込みは必要ありません。

■ 主催：防衛省 東北防衛局

■ 共催：自衛隊青森地方協力本部、航空自衛隊北部航空方面隊

■ 後援：青森県、青森市、青森商工会議所、エフエム青森、

青森観光コンベンション協会、河北新報社、陸奥新報社、

東奥日報社、デーリー東北新聞社、陸上自衛隊第９師団

お問い合わせ先：
防衛省東北防衛局 企画部 地方調整課
宮城県仙台市宮城野区五輪１－３－１５
℡０２２－２９７－８２１２

青森市民
ホール

有料駐車場

ラ
ビ
ナ

青
森
駅

ワ・ラッセ

新町通り

奥州街道

昭
和
通
り

中
央
古
川
通
り

有料駐車場

△　質疑応答の様子

次
回
青
森
市
で
開
催

防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
開
催

‐
自
衛
隊
の
国
際
協
力
20
周
年
‐

青森県むつ市において開催した防衛問題セミナーの会場の様子

　

東
北
防
衛
局
で
は
、
平
成
19
年
か
ら
、
防
衛

政
策
や
自
衛
隊
の
活
動
を
広
く
住
民
等
の
皆
様

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
東
北
各
地
で
防
衛

問
題
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
、
海
上
自
衛
隊
の
補
給
活
動
、
海

賊
対
処
活
動
、
新
た
な
防
衛
政
策
の
大
綱
、
国

際
テ
ロ
を
根
絶
す
る
た
め
に
等
の
講
話
を
行

い
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
一
助
に
な
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
東
北
防
衛
局
で
は
、
東
北
各
県
に

お
伺
い
し
、
防
衛
政
策
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
解
説

等
の
た
め
、
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

△　齋藤課長の講演

△　宮下むつ市長のあいさつ

省
・
自
衛
隊
の
活
動
の
意
義
・
成
果
に
つ
い
て

紹
介
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
広
く
住

民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
部
で
は
防
衛
省
運
用
企
画
局
の
齋
藤
雅

一
国
際
協
力
課
長
か
ら
「
自
衛
隊
国
際
協
力
開

始
20
年
に
あ
た
っ
て
」
と
題
し
て
、
自
衛
隊
に

よ
る
海
外
で
の
活
動
の
位
置
付
け
等
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
変
遷
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
自

衛
隊
の
国
際
協
力
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は
、
海
上
自
衛
隊
の
内
山

哲
也
函
館
基
地
隊
司
令
か
ら
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
際
緊
急
援
助
隊
の
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
規
模

地
震
に
際
し
て
の
国
際
緊
急
援
助
活
動
に
お
い

て
、
当
時
の
国
際
緊
急
援
助
隊
司
令
部
の
首
席

幕
僚
と
し
て
参
加
し
、
現
地
の
被
災
状
況
、
各

国
の
活
動
状
況
、
各
国
派
遣
部
隊
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
軍
と
の
調
整
状
況
を
現
地
で
の
写
真
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
等
を
使
用
し
て
、
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え

た
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
詰
め
か
け
た
聴
講
者
は
、
各
講
師
の

説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

△　内山司令の講演

‐
む
つ
市
に
お
い
て
‐

　
第
16
回
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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平
成
23
年
版
防
衛
白
書

　　　
　

防
衛
白
書
は
、
わ
が
国
の
防
衛
政
策
に
対

す
る
内
外
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
昭
和
45

年
に
第
１
回
目
、
昭
和
51
年
に
第
２
回
目
を

刊
行
以
降
、
毎
年
刊
行
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
37
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

東
北
防
衛
局
で
は
、
今
年
８
月
に
刊
行
し

た
平
成
23
年
版
防
衛
白
書
に
つ
い
て
、
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

東
北
６
県
の
各
県
知
事
を
始
め
、
東
北
各
県

の
地
方
公
共
団
体
等
に
対
し
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

△　三村青森県知事への説明状況

△　達増岩手県知事への説明状況

　

毎
月
一
回
東
北
防
衛
局
が
制
作
す
る
「
防
衛

省
・
東
北
防
衛
局
が
お
く
る
日
本
の
防
衛
Ｑ
＆

Ａ
」
の
番
組
で
政
策
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
番
組
は
東
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
協
議

会
に
加
入
す
る
東
北
地
方
の
Ｆ
Ｍ
放
送
23
局
を

通
じ
て
地
域
の
皆
様
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
の
制
作

番
組
「
自
衛
隊
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
及
び
山

形
地
方
協
力
本
部
の
制
作
番
組「
自
衛
隊
百
科
」

に
も
毎
月
一
回
東
北
防
衛
局
長
が
出
演
し
て
政

策
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
北
防
衛
局
は
、
防
衛
政
策
等
に
対
す
る
国
民
の
よ
り
幅
広

い
層
へ
の
理
解
増
進
等
を
図
る
た
め
、
東
北
地
方
の
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
を
活
用
し
て
政
策
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
北
防
衛
局
で
は
、
米
軍
基
地
周
辺
住
民
と
米
軍
人
や
そ
の
家
族

の
相
互
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
施
策
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
等
に
よ
る
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

△　ＦＭラジオ収録の様子

　

今
回
は
、
昨
年
度
の
「
ど
ん
ぶ
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
同
様
、
食
文
化
の
交
流
を

テ
ー
マ
に
「
鍋
＆
ス
ー
プ
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

三
沢
基
地
周
辺
住
民
と
三
沢
米
軍
人
や
そ
の
家
族
の
日
米
混
合
チ
ー
ム
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ
を
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
審
査
員
と
来
場
者
の
投
票

に
よ
り
最
優
秀
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
地
方
活
性
化
ア
イ
ド
ル
「
り
ん
ご
娘
」
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
日　

平
成
24
年
２
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

場　

三
沢
市
国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
無
料　
　

　

10
月
26
日
、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
山
形
」
に

お
い
て
、
ト
ー
ク
番
組
「
今
日
と
は
違
う
世
界

が
あ
る
。」
の
番
組
収
録
が
行
わ
れ
、
東
北
防

衛
局
長
が
テ
レ
ビ
初
出
演
を
し
ま
し
た
。

防
衛
白
書
の
説
明

‐
平
成
23
年
版
日
本
の
防
衛
‐

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
よ
る
広
報

日
米
交
流
事
業

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
よ
る
広
報
活
動

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
収
録

　

今
回
の
防
衛
白
書
の
特
徴
と
し
ま
し
て
は
、

３
月
11
日
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
防
衛
省
・
自
衛
隊
の

対
応
、
昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
新
た
な
防
衛

計
画
の
大
綱
・
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
の
策
定

や
日
米
外
務
・
防
衛
当
局
間
に
よ
る
「
２
＋
２
」

会
合
な
ど
、
国
内
外
で
大
き
な
節
目
と
な
る
事

象
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
の
皆
様
が
我
が
国
の
防
衛
を
考

え
る
際
の
資
料
と
な
る
よ
う
、
多
く
の
図
表
・

写
真
・
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
、
防
衛
省
・
自
衛
隊

の
「
あ
り
の
ま
ま
の
姿
」
を
お
伝
え
で
き
る
よ

う
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
防
衛
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.m

od.go.jp/

）
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

△　ケーブルテレビ収録の様子

  

こ
の
番
組
は
、
東
日
本
大
震
災
を
こ
れ
ま
で

６
回
に
わ
た
り
取
り
上
げ
、
山
形
県
副
知
事
な

ど
が
出
演
し
、
震
災
後
の
対
応
、
復
旧
に
向
け

て
必
要
な
考
え
方
等
を
話
し
合
っ
て
き
た
も
の

で
す
。

  

番
組
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
と
災
害
時
に

お
け
る
復
旧
と
事
業
継
続
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
出
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
立
場

か
ら
意
見
等
を
述
べ
ま
し
た
。
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東北方面音楽隊の活動

　　　

△　慰問・激励演奏の様子

　私は東北防衛局に勤務していますが、先日、直ぐお隣の仙台駐屯地にある東北方面

音楽隊の演奏を聴く機会がありました。

　その演奏は、曲のレパートリーの多さや表現の豊富さ、寸劇やダンスも織り交ぜる

など、聴く人・見る人に共感と感動を与えるものでした。

　東日本大震災において、東北方面音楽隊の方々は多くの避難所等を訪問し、この演

奏を通じて被災された方々にたくさんの温かい勇気と「がんばろう」の励ましのメッ

セージを届けました。

　私は、同じ防衛省の一員として、多くの人々に笑顔を届ける音楽隊の活動を尊敬す

るともに、誇りに思っています。　
総務部　総務課
佐藤　千妃呂

　東北方面音楽隊は、宮城県仙台市に所在する仙台駐屯地におい

て、自衛隊音楽隊らしい、より感動を与える音楽演奏の追求に努

めています。

　東北６県での巡回演奏会や仙台市で開催する仙台七夕まつりに

おけるパレードへの参加などの活動を行っています。特に東日本

大震災においては、３月２６日から各被災地で慰問・激励演奏を

実施しました。

平成２３年度東北防衛施設地方審議会を開催
   １２月２日、宮城県仙台市の「仙台サンプラザホテル」において、平成

２３年度東北防衛施設地方審議会が、立花会長（東北福祉大学特任教授）

ほか審議会委員６名と、東北防衛局長ほか局関係者１６名が出席し開催さ

れました。

   始めに増田局長から、東日本大震災における防衛省・自衛隊及び東北防

衛局の震災対応等に係る説明を交え挨拶を行い、引き続き岩田企画部長か

ら東北管内防衛施設の概要、当局の懸案事項である下北

半島射撃試験海面等の設定同意及び防衛施設周辺の生活

環境の整備等に関する法律等の一部改正及び東日本大震

災復興に係る当局の対応等について説明を行いました。

   その後、委員の方々に、防衛に対する理解と知見を深

めてもらうため、陸上自衛隊王城寺原演習場において迫

撃砲射撃訓練を視察するとともに、陸上自衛隊大和駐屯

地にて同演習場等の概況説明及び装備品の見学など現地

視察を行いました。

△　迫撃砲射撃訓練

　　

▽　大和駐屯地視察状況

△　審議会の状況

平成２３年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式
　１０月２１日、青森県三沢市に所在する米空軍三沢基地において、「平成２３

年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式」が行われ、種市一正三沢市長をはじめと

する来賓の方々や同基地の米軍人及び日本人従業員の職場関係者が多数出席し、

永年勤続の被表彰者に対する祝福が行われまし

た。

　この永年勤続者表彰は、長年にわたり米軍基地

で勤務した日本人従業員の労働意欲と作業効率の

向上を目的に、防衛省と在日米軍の共催により毎

年開催しているもので、今年度は１１３名に対し

て表彰が行われました。
△　米空軍三沢基地司令官による祝辞

△　東北防衛局長からの表彰

　１１月９日、増田義一東北防衛局長は、

岩手県の田村正彦八幡平市長と柳村典秀

滝沢村長に対して、両氏が陸上自衛隊岩

手山演習場の安定的使用に大きく寄与し

ていることに深く感謝の意を表すため、

感謝状と記念品の贈呈を行いました。

感謝状の贈呈
―　八幡平市長と滝沢村長　―

△　田村八幡平市長 △　柳村滝沢村長

開館時間：午前８時３０分～午後５時
休  館  日：土曜日、日曜日、祝日
入  館  料：無料
問合せ先：　最寄りの地方協力本部まで、お問い
　　　　　合わせ下さい。
　　　　　
※希望日の２０日程度前までにご予約をお願いし
ます。

広報館 ウ ォ ッ チ ン グ 「  三 沢 基 地  広 報 館 」

　青森県三沢市の航空自衛隊三沢基地内にある「広報館」では、自衛

隊関係のアイテムが多数展示しています。

　平成１２年まで実際に使用していた、三菱Ｆ－１支援戦闘機の機首

部分等を見学することができます。　

　三沢基地「広報館」の見学には、米軍三沢基地への立ち入り申請手

続き等が必要になります。見学を希望される方は２０日程度前までに

最寄りの地方協力本部までご相談ください。
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１月

３月

東北の自衛隊広報行事

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前に問い合わせ先にご確認ください。

　自衛隊（東北管内）が今後予定している広報行事等は次のとおりです。是非、見に来てください。

開　催　日 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　場　所 問 い 合 わ せ 先

陸 　１月１４日（土）
第３８回霞目駐屯地

新春たこ作り・たこ上げ大会
霞目駐屯地（仙台市）

霞目駐屯地広報室

022-286-3101

陸 　１月２２日（日） 第３４回福島自衛隊音楽の夕べ パルセ飯坂（福島市）
福島駐屯地広報室

024-593-1212

空 　１月２６日（木） 防衛問題セミナー（音楽演奏会）
青森市民ホール

（青森市）

東北防衛局地方調整課

022-297-8212

海 　２月１１日（土） 第３４回大湊音楽隊定期演奏会
五所川原市オルテンシア

（五所川原市）

大湊地方総監部広報係　

0175-24-1640（2731）

陸 　２月２５日（土） 第７回第６師団音楽まつり
天童市市民会館

（天童市）

第６師団司令部広報室

0237-48-1151

陸 　３月１０日（土） 第４８回東北方面音楽隊定期演奏会 仙台市民会館（仙台市）
東北方面総監部広報室

022-231-1111

陸 　３月１０日（土） 第９師団第３３回定期演奏会 青森県民会館（青森市）
第９師団司令部広報室

017-781-0161

陸 　３月１６日（金） 第２８回自衛隊郡山音楽祭
須賀川市文化センター

（須賀川市）

郡山駐屯地広報班

024-951-0225

空 　３月１７日（土） 北部航空方面隊第３３回定期演奏会 三沢市公会堂（三沢市）
北部航空方面隊司令部総務課広報班

0176-53-4121（2320）

２月

平成２４年度から防衛省職員の採用方法が変わります
　防衛省では、これまで、国家公務員採用試験とは別に、防衛省職員採用Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ種試験を行っておりましたが、
平成２４年度から新試験制度が導入されることに伴い、防衛省職員採用Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ種試験を廃止し、人事院が行う
国家公務員採用総合職試験及び国家公務員採用一般職試験の合格者から採用を行います。
　なお、防衛省職員採用Ⅱ種試験で行っていた試験区分「語学職」及び「国際関係」については、引き続き、防衛
省が行う防衛省職員採用試験の合格者から採用を行います。

現行

防衛省職員採用Ⅰ種試験
「研究職」

防衛省職員採用Ⅱ種試験
「行政職、技術職、研究職」

防衛省職員採用Ⅱ種試験
「語学職、国際関係職」

防衛省職員採用Ⅲ種試験
「事務職、技術職」

平成 24 年度以降

国家公務員採用総合職試験
（院卒者試験、大卒者試験）

防衛省専門職員採用試験
「語学職、国際関係職」

国家公務員採用一般職試験
（大卒程度試験）

国家公務員採用一般職試験
（高卒者試験）

　                                                       　　お問い合わせ先：防衛省大臣官房秘書課採用試験室

　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：03-3268-3111　内 25001、25002　　

- Information -


